
大
戸
町
上
三
寄
大
豆
田
（
ま
め
た
）
の
東
雲
寺

越
後
の
上
杉
景
勝
（
か
げ
か
つ
）
と
直
江
兼
続
（
か
ね
つ
ぐ
）
が
幼
少
時
代

過
ご
し
た
新
潟
県
南
魚
沼
市
に
あ
る
曹
洞
宗
雲
洞
庵
は
、
慶
長
三
年(

一
五
九

八)

景
勝
の
会
津
移
封
に
伴
い
会
津
に
移
転
し
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

雲
洞
庵
は
、
越
後
一
の
寺
院
で
、
景
勝
の
父
長
尾
政
景
が
死
去
す
る
と
、
景

勝
の
弟
の
十
三
世
通
天
存
達
和
尚
は
、
景
勝
母
の
仙
桃
院
か
ら
景
勝
と
小
姓
の

兼
続
を
寺
で
預
か
り
、
中
国
の
古
典
な
ど
を
学
ば
せ
、
後
の
智
将
へ
と
結
び
つ

い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
堂
に
は
、
上
杉
氏
や
兼
続
に
関
す
る
文
書
と
ゆ
か

り
の
品
々
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
仙
桃
院
ゆ
か
り
の
東
昌
寺
も
会
津
若
松

市
川
原
町
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
戊
辰
・
会
津
戦
争
で
焼
失
し
、
再
建
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

『
新
編
会
津
風
土
記
』
の
会
津
若
松
市
高
野
町
界
沢
村
の
記
述
に

「
東
雲
寺
跡

界
沢
村
北
に
あ
り

元
禄
四
年(

一
六
九
一)

」
本
郡(

会
津
郡)

南
青
木
組
大
豆
田
村
に
移
れ
り
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
寺
は
、
兼
続
が
総
指
揮
し
て
未
完
成
と
な
っ
た
神
指
城

の
北
約
三
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
会
津
若
松
市
高
野
町
界
沢
に
「
雲
洞
庵
」
を

「
洞
雲
寺
」
と
変
え
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
寺
は
、
神
指
城
下
の
町
割
で
い
う
と
、

北
東
部
の
町
人
街
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
上
杉
氏

が
移
封
に
な
る
と
寺
も
米
沢
に
移
転
し
ま
す
が
、
会
津
に
残
っ
た
家
臣
に
よ
っ

て
若
松
城
下
北
端
の
千
軒
道
（
会
津
若
松
市
中
央
二
丁
目
）
に
洞
雲
寺
、
大
戸

町
上
三
寄
大
豆
田
に
洞
（
東)

雲
寺
と
し
て
建
て
ら
れ
た
の
で
す
。

若
松
城
下
の
洞
（
東
）
雲
寺
は
、
『
新
編
会
津
風
土
記
』
に

「
東
雲
寺

曹
洞
宗
な
り
始
め
は
高
久
組
界
澤
村
に
あ
り
と
云
」

と
あ
り
ま
す
が
戊
辰
・
会
津
戦
争
で
焼
失
し
て
再
興
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
豆
田
の
洞
雲
寺
は
「
東
雲
寺
」
で
『
新
編
会
津
風
土
記
』
に

「
東
雲
寺

曹
洞
宗
龍
澤
山
、
な
り
始
め
は
高
久
組
界
澤
村
に
あ
り
て
金
屋
尾

張
と
い
う
者
の
開
基
な
り
、
伊
達
氏
の
乱
に
焼
亡
し
、
天
寧
寺
十
一
世
監
室
再

考
し
、
慶
長
十
一
年
（
一
六
〇
六
）
雲
龍
と
い
う
僧
住
し
、
監
室
を
も
っ
て
開

山
と
せ
し
ぞ
。
旧
こ
こ
に
鹽
鳥
山
林
泉
寺
と
い
う
洞
家
の
寺
あ
り
、
寛
文
中
廃

寺
と
な
り
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
こ
こ
に
寺
を
移
せ
り
」

上
杉
氏
時
代
に
兼
続
公
配
下
と
し
て
大
沼
郡
の
奉
行
を
し
て
い
た
山
田
喜
右

衛
門
の
一
族
孫
左
衛
門
が
建
て
た
も
の
で
す
。
『
新
編
会
津
風
土
記
』
に
向
羽

黒
山
城
の
搦
手(

か
ら
め
て)

と
な
る
三
日
町
口
を
三
百
人
を
固
め
て
い
た
と
い

う
。
向
羽
黒
山
城
は
、
会
津
の
領
主
の
山
城
で
、
最
後
の
砦
と
な
る
大
規
模
な

山
城
の
た
め
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
春
日
山
城
と
と
も
に
日
本
三
大
山
城
の
一

つ
で
す
。
上
杉
氏
が
会
津
を
去
っ
て
も
山
田
氏
は
米
沢
に
は
行
か
ず
大
戸
町
上

三
寄
で
屋
敷
を
構
え
ま
し
た
。
平
成
十
年
、
屋
敷
跡
の
「
山
田
遺
跡
」
は
、
ほ

場
整
備
に
伴
い
会
津
若
松
市
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、

建
物
跡
が
確
認
さ
れ
、
当
時
使
用
さ
れ
た
十
七
世
紀
代
の
瀬
戸
・
美
濃
窯
の
陶

磁
器
が
出
土
し
ま
し
た
。
山
田
家
屋
敷
跡
は
、
現
在
弁
天
池
と
呼
ば
れ
、
イ
ト

ヨ
が
棲
む
湧
水
地
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
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